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大腸癌が1例、乾癬が1例であった。発症時のHBV DNA量は中央値で6.6 log copies/mL













例はいずれも G1896A precore 変異株が再活性化ウイルスクローンの 99-100%を占めてい
た。 
















析したところ、G1896A precore変異株は 44例中5例（11.4%）から検出された。 
以上の研究は、HBV再活性化の病態メカニズムの解明に貢献し、肝内潜伏感染者から
のウイルス再活性化の対策に寄与するところが多い。 
  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 28年 2月 9日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
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